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01 これまでの行財政改革※1

 本町では、地方自治体が抱える人口減少や財

政難といった問題を解決するため、さまざまな

行財政改革を進めています。

 まず、IT化により業務の効率化を図っていま

す。具体的には、パソコンの導入やシステムの

更新など、情報化を推進しています。これによ

り、手作業で行っていた業務を自動化し、時間

やコストの削減を実現しました。

 また、適切な規模縮小も重視しています。必

要以上のサービスを削減することで、人口規模

に見合った行政サービスを提供しています。具

体的には、人口減少に伴う学校の統廃合や、公

共施設の有効活用などを行っています。

 これらの改革により、別海町は持続可能な自

治体を目指しています。

※1 Chat GPTによる「別海町の行財政改革について、300文字程度で教えてください。」
に対する回答を基にしています。 

第１次行財政改革

大綱 推進計画

第２次行財政改革

大綱 推進計画

平成8年度 平成9年度～平成13年度

平成15年度 平成17年度～平成21年度



02 これからの行財政改革※2

 近年の財政状況の厳しさから、各地方自治体

で行財政改革が必要とされており、そのための

方針や具体的な取り組みを進めることが求めら

れます。

 行財政改革は、公共サービスの効率化や業務

プロセスの見直しを通じて経費削減を図るとと

もに、自治体の財源確保や新たな事業創出によ

る経済活性化を目指すものです。

 また、人口減少や高齢化が進む中で、公共

サービスの維持や地域の生活基盤の確保にも取

り組む必要があります。

 そのため、効率的な事業運営やICTの活用、自

治体職員の業務改善や人材育成などが行財政改

革の重要な取り組みとなります。

第３次行財政改革

実施計画

次期行財政改革

大綱 実施計画

令和6年度～令和10年度

令和10年度 令和11年度～令和15年度

※2 Chat GPTによる「これからの行財政改革について、300文字程度で教えてください。」
に対する回答を基にしています。 

大綱



03 計画策定までの経過

令和５年度 内容

６月 策定に向けた意思形成

７月～８月 意見照会・募集

１０月～１月 取組可否検討

２月 行財政改革推進本部

３月 総務文教常任委員会

21年ぶりとなる計画策定にあたっては、全職員の意見が反映されるように、各部署への照会の

ほか、職員個人からの意見も受け付けるとともに、行財政改革実施計画（以下「実施計画」と

いう。）策定に向けた取り組みを常に共有するように努めました。

令和６年度 内容

５月 意見再募集

７月 取組可否検討

８月 取組目標等設定

９月 原案内容確認

１１月 行財政改革推進本部

１２月 策定



総合計画

人材育成・確保 ○○計画 ○○指針

実施計画は、町政運営全体に係る本町の最上位計画である別海町総合計画の実現を図るため、

個別の行政計画とします。

また、取組期間を2024年度から2028年度までの５年間とします。

大綱

実施計画 2024年度
(R6)

2025年度
(R7)

2026年度
(R8)

2027年度
(R9)

2028年度
(R10)

行財政改革

取組期間

※3 令和６年度に策定するため、通常であれば令和７年度（2025年度）からを取組期間とするところですが、計画策定にあたり、令和５年
度（2023年度）から職員の意見募集を行っていることで、計画策定前に着手・完了している内容もあることから、それらも実績として
加味するため、令和６年度（2024年度）を計画開始年度としました。

04 計画の位置付け・取組期間※3



05 基本方針

住民サービスの向上及び質の高い公共サービスを効率的・効果的に提供し続けるため、

次の３項目を「基本の柱」として掲げ、各種改革を進めます。

行財政改革

事務改善※4

生産性の向上
と

連携・共創の推進

持続可能な財政運営
と

予算の重点化

強い組織づくり
と

働き方改革

• DXの推進（各種業務の電子化等による効率化・経費削減）、公共

施設等運営の見直し、組織全体の業務見直し・効率化を図る取組み

• 住民窓口の充実（電子化等）、住民利用設備の拡充を図る取組み

• 施設の廃止・統合、民間への移譲により運営費の削減を図る取組み

• 各種団体や委員の整理により経費の削減を図る取組み

• 執務環境・勤務体系等の見直し、各種研修の拡充等により、仕事の

生産性を高め、住民サービスの向上に繋げていく取組み

• 事務分掌の見直し、機構の見直し・再編等により、業務の効率化や

定員管理の適正化を図る取組み

• 特定業務や個別事務プロセスの改善

※4 事務改善の取組内容については、内部の事務的なものであることから非公開とします。



06 成果指標

定量的及び定性的な指標を設定し、歳入の増加、歳出の削減、満足度の向上を目指して推進し

ます。

• 新たな収入源創出

• 既存の使用料や手数

料の改定による収入

増

定量的 定性的

歳入増加※5

• 人件費の削減

• 施設の管理運営費削

減

• ペーパーレス化によ

る印刷費用削減

歳出削減※5

• 住民サービス等の向

上（一部、個別具体

的な定量あり）

住民等満足度

• 業務環境の向上

（事務改善とは一線

を画すもの）

職員等満足度

※5 増加額・削減額は、個別に算出するのではなく、指標を同一とする全ての取組を合せて算
出する。



改善・実施

改善・実施 検証

改善・実施 検証

改善・実施 検証

07 進捗管理

進捗状況は、毎年度、検証・改善をするとともに、ホームページで公表し、見える化をする予

定です。

計画・実施

取組期間

検証

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

P

A

D
C

PD
CA



08 推進体制

実施計画の推進にあたっては、別海町行財政改革推進本部要綱に基づき、全庁的に進めていき

ます。

行財政改革推進本部

本部長
（町長）

副本部長
（副町長、教育長）

本部員
（各部等の長）

行財政改革推進部会

部会長
（各部等の長）

副部会長
（各部等の次長又は課長）

推進委員
（各部等の主幹及び主査）

事務局長
（総務課長） 職員

事務局（総務課）

意見投稿

意見募集

意見を述べる
資料を提出する

意見を聴取
資料の提出を求める


